
　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

い
ま
だ
請
求
さ
れ
て
い
な
い
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引

揚
者
の「
ご
本
人
」に
、『
特
別
慰
労

品
』を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺

族
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

　「
引
揚
者
」は
、
終
戦
の
日
ま
で

引
き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活

し
て
い
て
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た

家
族
全
員
が
対
象
で
す
。
請
求
書

等
は
各
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
住

民
生
活
課
又
は
各
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
平
成
21
年
３
月
31

日
ま
で
で
す
。
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
資
格
要
件
等
の
質
問
は
、
次
の

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
ま
で

☎
無
料
0
1
2
0
‐
2
3
4
‐
9
3
3

　（
月
〜
金

９
時
15
分
〜
17
時
15

分
ま
で

土
日
祝
休
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/

w
w

w
.h

eiw
a.g

o
.jp
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厳
原
町
郷
土
館
に
８
本
の
広
型

銅
矛
が
あ
り
ま
す
。
厳
原
町
久
田

の
増
田
山
で
林
道
工
事
中
に
偶
然

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
工
事
中
で
し
た
の

で
一
部
の
銅
矛
が
壊
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
を
保

っ
て
い
る
が
３
本
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
最
大
の
銅
矛
は
長
さ

85.

5
㎝
、
最
大
幅
12.

8
㎝
、
重

量
3.

05
㎏
あ
り
ま
す
。

　
広
型
銅
矛
は
弥
生
時
代
後
期

（
約
1
9
0
0
年
前
）頃
か
ら
つ
く

ら
れ
始
め
た
青
銅
製
の
大
型
の
矛

で
す
。

溶
か
し
た
銅
を
石
の
鋳
型
に
流
し

込
み
成
型
し
ま
す
が
、
武
器
で
は

な
く
、
武
器
型
の
祭
器
で
す
。

　
久
田
の
増
田
山
か
ら
発
見
さ
れ

た
銅
矛
は
標
高
1
0
0
m
ほ
ど
の

山
腹
に
あ
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
こ

ん
な
高
い
場
所
に
銅
矛
が
8
本
も

埋
め
ら
れ
て
い
た
の
か
謎
で
す
。

専
門
用
語
で
は
こ
の
よ
う
な
遺
跡

を
特
殊
埋
納
遺
跡
と
い
っ
て
い
ま

す
。
特
殊
埋
納
遺
跡
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
青
銅
製
品
等
が
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
な
ぜ
埋
め
た
の
か
詳

し
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
大
ま

か
に
い
っ
て
二
つ
の
説
が
あ
り
ま

す
。
１
つ
は
こ
れ
ら
の
埋
納
品
は

何
か
の
祭
り
を
お
こ
な
う
と
き
だ

け
に
用
い
た
も
の
で
、
必
要
が
な

い
と
き
は
地
中
に
埋
め
青
銅
製
品

が
持
つ（
付
与
さ
れ
た
）超
自
然
的

な
力
を
封
じ
た
と
い
う
説
。

も
う
１
つ
は
青
銅
製
品
自
体
、
超

自
然
的
な
力
を
失
な
っ
て
し
ま
っ

た
、
あ
る
い
は
必
要
と
し
な
く
な

っ
た
か
ら
埋
め
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
前
者
と
後

者
の
説
は
時
代
の
推
移
を
考
慮
す

れ
ば
お
そ
ら
く
ど
ち
ら
も
正
し
い

説
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
広
型
銅
矛
は
ど
の
よ
う
な
祭
り

で
使
わ
れ
た
の
か
、
も
ち
ろ
ん
推

測
の
域
は
で
ま
せ
ん
が
、
大
き
な

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
環
境
は

整
っ
て
い
ま
す
。
対
馬
で
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
り
、
神
社
な
ど
に
保

管
さ
れ
て
い
る
広
型
銅
矛
は
約

1
3
0
本
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
全
国
の
銅
矛
の
約
20
%
に
あ
た

り
ま
す
。
集
中
し
て
い
る
の
が
仁

位
浅
海
湾
一
帯
で
、
例
え
ば
豊
玉

町
の
貝
口
浦
に
浮
か
ぶ
黒
島
か
ら

15
本
の
銅
矛
が
一
括
し
て
出
土
し

て
い
ま
す
。
（
東
京
国
立
博
物
館

他
）
他
に
大
綱
、
糠
浦
な
ど
か
ら

も
出
土
し
て
お
り
、
対
馬
で
第
1

の
銅
矛
集
中
地
で
、
発
見
は
ほ
と

ん
ど
偶
然
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
、
最
も
多
く
銅
矛
を
所
蔵
し

て
い
る
の
は
峰
町
の
神
社
で
、
13

本
が
神
代
鉾
と
し
て
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
銅
矛
は
対
馬
で

造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
北
部

九
州
で
造
ら
れ
、
対
馬
に
運
び
込

ま
れ
た
も
の
で
す
。

北
部
九
州
で
造
ら
れ
た
銅
矛
の
原

材
料
の
青
銅
は
大
陸
か
ら
持
ち
込

ま
れ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
運
送

の
仲
介
に
は
対
馬
の
人
々
も
か
か

わ
り
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
弥
生
時
代
後
期
、
対
馬
の
地
理

的
、
政
治
的
、
宗
教
的
な
環
境
が

銅
矛
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
で
は

な
ぜ
必
要
と
し
た
の
か
、
銅
矛
に

は
ど
の
よ
う
な
力
が
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
と
き
、
い
か
な
る
目
的
で

使
用
さ
れ
祭
ら
れ
た
の
か
解
明
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
説
と
し
て
は
「
航
海
の
安

全
を
祈
願
す
る
た
め
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
だ
け
で

は
充
分
に
地
理
的
、
政
治
的
、
宗

教
的
な
環
境
を
説
明
し
た
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
銅
矛
の
謎
を
解
く
と
は
対
馬
の

基
層
文
化
の
解
明
に
も
繋
が
る
こ

と
で
す
。
弥
生
時
代
後
期
、
倭
国

（
倭
国
＝
日
本
国
で
は
あ
り
ま
せ

ん
）の
境
界
が
韓
国
の
南
岸
、狗
邪

韓
国
か
、
対
馬
か
い
ま
だ
分
明
で

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
対
馬
が
銅
矛
を
必
要
と

す
る
祭
祀
の
島
で
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
の
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
多
量

の
銅
矛
が
必
要
で
あ
り
、対
馬
に
集

中
し
て
い
る
の
か
大
き
な
謎
で
す
。

広
型
銅
矛
の
謎�

対
馬
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課�

☎
0
9
2
0（
5
4
）2
3
4
1

シ
リ
ー
ズ  

文
化
財
の
紹
介�

ひ
ろ

が
た

ど
う

ほ
こ

ま
し

た

や
ま

と
く

し
ゅ

ま
い

の
う

い

せ
き

か
ん

こ
く

く

や

わ
　
こ
く

恩
給
欠
格
者
、

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制

戦
後
強
制�

　
抑
留
者
、

　
抑
留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

引
揚
者
の
皆
様
へ�

�

恩
給
欠
格
者
、

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制

戦
後
強
制�

　
抑
留
者
、

　
抑
留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

引
揚
者
の
皆
様
へ�

�

恩
給
欠
格
者
、戦
後
強
制�

　
抑
留
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ�

�
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・「入園申込書」及び「誓約書」は、募集園及び下表の各�
　地域活性化センター、各教育委員会に用意しております。�
・提出は、必要事項を記入のうえ、住民票（謄本）を添付し、�
　募集園又は教育委員会各地区教育事務所にご提出ください。�
　詳細は、募集要項をご参照ください。�

・入園は、希望園において、保護者同　　　　　　　　　　　�
　伴のうえ、面談を行い決定します。�
　面談日・・・平成21年1月23日（金）　  　面談場所・・・各幼稚園�
・募集人員を超える場合は、面談終了後、改めて期日を設定し、抽選で入園者を決定します。抽選にもれ
　た場合、定員に満たない他の園があれば、再度申し込むことができます。�
　再募集期間・・・平成21年2月9日（月）～平成21年2月13日（金）　※詳細は後日連絡。�
・現在、在園中の園児については申込の必要はありません。�
・退園希望者については、各園に申し出ください。�
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広報つしま  2008.12

【 問い合わせ先：対馬市教育委員会　学校教育課　☎０９２０－８６－３２１２ 】�

～
�平成20年12月15日（月）�

平成21年1月9日（金）�

園　    　名�

厳 原 幼 稚 園 �

久 田 幼 稚 園 �

豆 酘 幼 稚 園 �

鶏 鳴 幼 稚 園 �

比田勝幼稚園�

　区　　　分　�

5歳児（1年保育）�

4歳児（2年保育）�

3歳児（3年保育）�

募 集 人 員 �

　35名　 �

　35名　�

　20名　 �

　　　　　生　　年　　月　　日　　　　　�

平成 1 5 年 4 月 2 日 ～平成 1 6 年 4 月 1 日 生�

平成 1 6 年 4 月 2 日 ～平成 1 7 年 4 月 1 日 生�

平成 1 7 年 4 月 2 日 ～平成 1 8 年 4 月 1 日 生�

　　住　　　　所　　�

厳原町今屋敷670番地�

厳 原 町 久 田 4 3 2 番 地 �

厳原町豆酘2286番地の4�

美津島町　知乙588番地3�

上対馬町比田勝720番地�

　 電 　 　 話 　 �

5 2 － 0 1 3 4 �

5 2 － 2 8 4 3 �

5 7 － 0 7 4 0 �

5 4 － 2 3 6 6 �

8 6 － 2 2 3 8

通 園 区 域�

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

対 馬 市 全 域 �

平成21年度�

募 集 園 �

募集人員�

募集期間�

入園料・保育料�

申込方法�

そ の 他 �

対 馬 市 役 所 （ 市 民 課 ）�

美津島地域活性化センター（住民生活課）�

豊玉地域活性化センター　（住民生活課）�

峰地域活性化センター　　（住民生活課）�

上県地域活性化センター　（住民生活課）�

上対馬地域活性化センター（住民生活課）�

対馬市教育委員会　本庁〔上対馬町〕�

同上　南地区教育事務所〔厳原町〕�

同上　中地区教育事務所〔峰町〕�

53－6111�

54－2271�

58－1111�

83－0304�

84－2312�

86－3112�

86－3212�

52－8855�

83－0581

5歳児�
(1年保育)�
�

入園料� 9,000円�

6,100円�

9,000円�

6,100円�

12,000円�

9,100円�

入園料�

入園料�

保育料�

保育料�

保育料�

4歳児�
(2年保育)�
�

3歳児�
(3年保育)�
�

各幼稚園とも下表のとおりとする。ただし、厳原幼稚園3歳児のみ40名とする。�
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対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

対
馬
で
遊
漁
を
楽
し
ま
れ
る
皆
様
へ�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

　
１
人
１
日
、
10�
kg
以
内�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

　
12
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で�

の
間
は
、
午
後
９
時
か
ら
午
前
６�

時
ま
で
の
ま
き
餌
釣
り
を
禁
止�

③
釣
獲
量
の
制
限�

　
ま
き
餌
釣
り
に
よ
る
釣
獲
量
は
、�

１
回
の
釣
行
で
の
実
釣
日
数
に
か�

か
わ
ら
ず
１
人
１
釣
行
、10�
kg
以
内�

④
体
長
の
制
限�

　
チ
ヌ
20�
cm
、
ク
ロ
15�
cm
以
下
は�

再
放
流
。�

①
ま
き
餌
の
総
量
制
限�

②
時
期
、
時
間
の
制
限�

③
釣
獲
量
の
制
限�

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会�

事
務
局 

対
馬
地
方
局 

水
産
課�

☎
０
９
２
０（
５
２
）１
３
１
１�

■
問
い
合
わ
せ
先�

対
馬
沿
岸
海
域
利
用
対
策
協
議
会�

事
務
局 

対
馬
市
役
所 

水
産
振
興
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

　
対
馬
で
は
「
対
馬
に
お
け
る
遊
漁
ル
ー
ル
」
や
、
「
対
馬
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
指
示
」
に
よ
っ
て
、
秩
序
あ
る
遊
漁
、
適
正
な
漁
場
利
用

の
確
立
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

　
「
遊
漁
ル
ー
ル
」
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
資
源
保
護
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。�

　
尚
、「
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
」
に
違
反
す
る
と
長
崎
県
知
事
に
よ
る

遵
守
命
令
が
発
せ
ら
れ
、
命
令
違
反
に
は
罰
則
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。�

★
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！�

外
国
人
の
方
は
、�

「
ま
き
餌
釣
り
」�

そ
の
も
の
が
法
律�

で
禁
止
さ
れ
て
い�

ま
す
。�

漁
業
調
整
委
員
会
指
示
に
関
す
る�

詳
細
事
項
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ�

せ
く
だ
さ
い
。�

　
違
反
し
た
場
合
は
３
年
以
下
の
懲�

役
、
若
し
く
は
４
０
０
万
円
以
下
の�

罰
金
、
又
は
こ
れ
ら
が
併
科
さ
れ
ま�

す
。�

対
馬
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示�

遊

漁

ル

ー

ル

�

●市内各保育所（園）募集定員・連絡先�

　平成２１年４月１日から新たに保育所（園）、へき地
保育所の入所希望される方は、受付期間内に申込手続
きを行ってください。

☎58-2294

電話番号�問い合わせ�

福祉事務所福祉課�

☎53-6111南福祉保健センター�

☎54-2271美津島地域活性化センター�
住民生活課�

☎83-0304峰地域活性化センター�
住民生活課�

☎84-2313北福祉保健センター�

☎86-3112上対馬地域活性化センター�
住民生活課�

保育所（園）名� 定　員�

親愛�
厳原南�
知�
豊玉南�
佐賀�
三根�
仁田�
佐須奈�
比田勝�
泉�
阿連へき地�
久根へき地�
佐須へき地�

210名�
180名�
120名�
60名�
45名�
45名�
60名�
45名�
60名�
30名�
25名�
30名�
30名�

（☎52‐1183）�
（☎52‐2299）�
（☎54‐2343）�
（☎59‐0435）�
（☎82‐0049）�
（☎83‐0179）�
（☎85‐0504）�
（☎84‐2112）�
（☎86‐3185）�
（☎86‐2347）�
（☎56‐1126）�
（☎57‐1172）�
（☎56‐0147）�

保育所（園）名� 定　員�

豆酘へき地�
大船越へき地�
小船越へき地�
賀谷へき地�
竹敷へき地�
西へき地�
仁位へき地�
乙宮へき地�
小綱へき地�
塩浜へき地�
久原へき地�
佐護へき地�
一重へき地�

25名�
45名�
30名�
30名�
30名�
30名�
70名�
35名�
40名�
25名�
30名�
30名�
45名�

（☎57‐1920）�
（☎54‐2824）�
（☎55‐0001）�
（☎55‐1003）�
（☎54‐3735）�
（☎53‐2120）�
（☎58‐1518）�
（☎58‐1541）�
（☎58‐1517）�
（☎58‐1367）�
（☎85‐0169）�
（☎84‐5254）�
（☎87‐0359）�

申込期間�平成21年１月13日（火）�
　　～平成21年２月13日（金）�

受付場所�福祉事務所福祉課、北・南福祉保健センター�
各地域活性化センター住民生活課・各保育所�
（園）・各へき地保育所�
親愛保育園については、保育園でのみ受付と�
なり、南福祉保健センターでは受付できませ�
んので御了承願います。�

申 込 書�受付場所にて用意しております。�




